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屋上に太陽光パネルを設置
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■工　事　名：SOSiLA岡山南新築工事
■工　事　地：岡山市南区海岸通２－２－の一部
■建　築　主：住友商事株式会社
■設計・監理：株式会社熊谷組
■施　工　者：株式会社熊谷組
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：Ｓ造（耐火構造）３階建て
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■工　　　期：年６月～年７月

写真提供：株式会社熊谷組
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　当社が岡山市で開発を進めてきましたＢＴＳ型物流施設「SOSi
LA岡山南」がこのほど完成しました。山陽自動車道の岡山ＩＣ
や早島ＩＣから～㎞、ＪＲ岡山駅にも車で約分の場所に立
地するため、広域配送から市街地中心部に向けた近距離配送まで
幅広いニーズに対応します。
　日本通運株式会社様による岡山県内の拠点集約ニーズに対応し
今回開発した物件は、当社にとって初の関東・関西エリアを除く
地方開発物件となります。計画段階から施設に対する各種要望事
項を取り入れ、１～２階にトラックバースを設置、２～３階は縦
搬送機で荷物を移動する設計といたしました。また、段差のない
低床式倉庫となっていることも特色です。
　エントランススペースなどは、オフィスビルのような落ち着き
のある空間づくりを目指しました。従業員の皆さまは自動車での
通勤がメインになりますので、十分な駐車スペースも用意してい
ます。
　環境面では太陽光パネルを設置して施設で使う電気をまかなえ
るようにします。非常用発電も備えており、災害発生時も事業が
続けられるようＢＣＰに対応した施設としました。
　当社の物流施設の開発は、首都圏、関西圏から始まり、竣工済、
計画段階を含めて約件に上ります。地方エリア初となった今回
の物件を皮切りに今後は全国に視野を広げてSOSiLAを展開して
いきたいと考えております。設計、施工を担当した株式会社熊谷
組様には、物流施設の建設で培ったノウハウを生かした最適な提
案と、工期内での高品質な施設を完成に導いていただき感謝申し
上げます。

　本施設は山陽道「岡山ＩＣ」から約㎞、ＪＲ岡山駅までは約
８㎞であることから広域配送および市街地中心部に向けた配送機
能にも適した立地となっています。１階と２階に設けたトラック
バースは全て低床式としており、ウィングボディーのトラックへ
の荷物の積み下ろしにたけた設計としました。また、２階のトラ
ックバースへはスロープによるスムーズなアクセスが可能。道路
からの出入口を１階バース用と２階バース用に分けて設けること
でトラック動線の交錯を回避し、交通安全の確保と同時に限られ
た敷地を最大限生かす計画としています。　

　内装は〝対比〟をコンセプトとし、事務所や倉庫のようなアク
ティブな空間に対し、エントランスホールはリラックスできる空
間としました。ダークな木質感は落ち着きや高級感のある印象と
なり、働く方のためのリラックス空間になると考えています。ま
た、アクセントウオールにアールのタイルを取り入れ、敷地近郊
の〝瀬戸内海〟の穏やかな波を表現しています。本施設が地方都
市物件の先駆けとなるような今までのSOSiLAとは印象の異なる
デザインとしました。
　株式会社熊谷組中四国支店

建築事業部建築部設計グループ　原田直征

完成SOSiLA岡山南


